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「ATKパッドはどんな創に向いているのか？ -実臨床から考える使いどころ-」

【演者】

「在宅におけるATKパッドの活用」

木下 幹雄 先生
TOWN 訪問診療所グループ 統括院長

【演者】
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共催：第６回日本フットケア・足病医学会年次学術集会/オカモト株式会社
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